
策定年月日 令和3年1月29日

施設名称 所管所属名称

大分類 公共用施設 中分類 文化・社会教育施設小分類 博物館

構造 鉄筋コンクリート 用途 展示場 建築日 1996/5/28

経過年数 24年 耐用年数 50 目標使用年数 65

運営方式 指定管理 管理者名称 消費生活・文化課 全延床面積（㎡） 4477.06

所在地

必要性の有無 有

個別施設計画様式

業務内容
慶長使節に関する資料の収集及び展示に関する資料を収集し，保管し，及び展示し，併せて
慶長遣欧使節及び帆船に関する調査研究及び普及活動を行う。

博物館法における博物館相当施設として，郷土の歴史に関する知識の普及及び海洋文化の
振興に資するものであることから，施設の必要性は高い。

慶長施設船ミュージアム条例第２条

石巻市渡波字大森３０－２

１　対象施設・施設概要

公共施設等総合管理方針施設分類

主要建物概要

２　計画期間

令和2年度から令和31年度までの30年間

３　点検・診断によって得られた個別施設の状態

宮城県慶長使節船ミュージアム 消費生活・文化課

施設情報

施設の核となる復元船の腐朽に伴い，施設全体の今後のあり方について検討を重ねて策定し
た「慶長使節船ミュージアム改修基本計画」に基づき改修するとともに，中長期保全計画表に
基づく計画的な保全の実施により長寿命化を図る。

上記「管理に関する基本的な考え方を踏まえた施設の管理方針」に基づき，耐用年数や劣化
状況の調査により，適切な時期に改修・修繕等を行う。

別添「保全点検結果報告書」等のとおり

４　当該施設の必要性

５　施設ごとの今後の対策

６　対策内容，時期及び概算費用

別添「中長期保全計画表」のとおり

設置根拠規定等

必要性の判断理由

管理に関する基本的
な考え方を踏まえた
施設の管理方針

施設間・対策間の優
先順位の判断内容



1500㎡
以上

防災拠点

1 野外倉庫棟１ 行政財産 1996/5/28 1996/5/28 27.35 27.35 1 倉庫・物置 鉄筋コンクリート 38年 24年 その他点検

2 野外倉庫棟２ 行政財産 1996/5/28 1996/5/28 33.50 33.50 1 倉庫・物置 鉄筋コンクリート 38年 24年 その他点検

3 〇 慶長使節船ミュージアム（展望棟） 行政財産 1996/5/28 1996/5/28 2936.54 2944.79 1 陳列所・展示室 鉄筋コンクリート 50年 24年 保全点検

4 慶長使節船ミュージアム（エスカレーター棟） 行政財産 1996/5/28 1996/5/28 528.04 529.52 1 陳列所・展示室 鉄骨造 38年 24年 保全点検

5 慶長使節船ミュージアム（ドック棟） 行政財産 1996/5/28 1996/5/28 939.26 941.90 1 陳列所・展示室 鉄筋コンクリート 50年 24年 保全点検

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

建物構造
（選択）

耐用
年数

（自動判
定）

経過
年数

点検区分
（選択）

建築年月日
建面積
（㎡）

延床面積
（㎡）

階数
（地上）

階数
（地下）

建物用途
（選択）

取得年月日

施設情報詳細（棟情報一覧）

棟
番号

中長期保全計画
対象区分

建物名称
財産区分
（選択）



慶長使節船ミュージアム 作成条件： ①施設管理者及び主務課からの要望に基づき作成したものである。

ＲＣ造 ②県有建築物保全点検の結果に基づき作成し，今後３０年間の改修費用を概算で算出した。

地上１階 ③費用の算出は大臣官房官庁営繕部監修「建築物のライフサイクルコスト平成３１年版」，県単価及び見積を用いる。

4,416㎡ ④表中，概ね４年目以降の修繕内容については，「建築物のライフサイクルコスト平成３１年版」に基づく部材毎の更新・修繕・設計費用を算出している。

1996/5/28 ⑤各年度において，予算の平準化は考慮しない。物価上昇率は考慮しない（割引率0%）。消費税率は10％で算出している。

1996/5/28

作成年 慶長使節船ミュージアム  全景      

2019 年 2019/5/28 5 28 　　（金額単位：千円）

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048 2049

築24年 築25年 築26年 築27年 築28年 築29年 築30年 築31年 築32年 築33年 築34年 築35年 築36年 築37年 築38年 築39年 築40年 築41年 築42年 築43年 築44年 築45年 築46年 築47年 築48年 築49年 築50年 築51年 築52年 築53年 年度 内容

更新 40 42,085 32,615 74,700 2014 東側防水を改修

修繕 20 0 2019 西側防水を改修

設計・監理 － 1,684 1,263 1,305 979 5,231

更新 40 3,266 3,266

修繕 10・5 730 730 196 164 164 1,984

設計・監理 － 0

更新 50 39,713 39,713

修繕 5 1,349 1,349 1,349 1,349 1,349 6,745

設計・監理 － 1,589 1,192 2,781

更新 40 67,077 67,077

修繕 20・5 21,022 6,869 6,869 6,869 6,869 48,498

設計・監理 － 2,684 1,342 4,026

更新 40 18,494 18,494

修繕 20・5 5,797 1,894 1,894 1,894 1,894 13,373

設計・監理 － 1,110 740 1,850

更新 40 21,123 21,123

修繕 10 1,531 1,531 1,531 4,593

設計・監理 － 1,268 845 2,113

更新 20 13,677 13,677 27,354

修繕 － 0

設計・監理 － 821 548 821 548 2,738

0 0 0 31,250 14,225 0 12,373 0 0 0 0 10,308 0 1,684 43,348 5,062 114,236 0 1,305 33,594 0 10,276 0 821 14,225 1,589 51,363 0 0 0 345,659

更新 20 925 925 2012 改修

修繕 - 0

設計・監理 - 0

更新 30 47,533 47,533

修繕 6・10・15 4,762 278 1,172 278 3,312 278 1,172 11,252

設計・監理 - 1,902 1,426 3,328

更新 30 59,671 59,671

修繕 2・4・8 7,548 1,077 3,234 1,077 7,548 1,077 3,234 1,077 7,548 1,077 3,234 1,077 38,808

設計・監理 - 1,791 1,194 2,985

更新1 30 27,357 27,357

4 修繕 15 2,537 2,537 5,074

設計・監理 - 1,916 1,095 3,011

0 0 0 14,847 0 5,609 138,276 0 1,077 0 3,234 0 1,355 0 7,548 0 2,249 0 3,512 0 1,077 5,849 7,548 0 1,355 0 4,406 0 1,077 0 199,019

更新 20 60,881 60,881 2019 改修

修繕 7 7,081 7,081 7,081 21,243

設計・監理 - 1,827 1,218 3,045

更新 20 6,471 6,471 12,942

修繕 8・5・4・2 438 535 170 438 2,244 608 535 438 170 2,244 438 438 535 170 9,401

設計・監理 - 648 473 648 473 2,242

更新 20 1,839 1,839 3,678

修繕 10・4 445 445 853 445 445 445 3,078

設計・監理 - 0

更新 20 2,204 2,204 4,408

修繕 10・4 531 531 943 531 531 531 3,598

設計・監理 - 0

更新 30 51,808 51,808

修繕 - 0

設計・監理 - 1,555 1,037 2,592

更新 30 4,949 4,949

修繕 10 389 389 389 1,167

設計・監理 - 0

更新 20 2,660 2,660 5,320

修繕 7・4 649 1,847 649 649 1,847 649 649 6,939

設計・監理 - 0

更新 30 9,943 9,943

修繕 - 0

設計・監理 - 995 473 1,468

0 0 0 1,037 13,647 2,550 75,729 0 2,160 170 438 1,847 3,869 7,081 2,404 649 1,900 0 4,112 62,269 3,869 0 438 648 13,647 0 7,908 0 2,160 170 208,702

更新 12,216 12,216

修繕 0

設計・監理 1,273 1,273

更新 15,637 15,637

修繕 0

設計・監理 2,858 2,858

更新 753,060 753,060

修繕 0

設計・監理 10,000 10,000

0 41,984 0 753,060 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 795,044

0 41,984 0 800,194 27,872 8,159 226,378 0 3,237 170 3,672 12,155 5,224 8,765 53,300 5,711 118,385 0 8,929 95,863 4,946 16,125 7,986 1,469 29,227 1,589 63,677 0 3,237 170 1,548,424　　　合　　　　　　　計

2
昇降設備（エスカレーター・エレベー
ター・障害者用リフト）

その他の部位 展望棟シーリング等

小計

小計

1 自動火災報知設備

2

8 　配管類

6

衛生設備

　受水槽設備

7 　加圧給水ポンプ

3 　冷温水ポンプ

1

機
械

空調設備

　冷温水発生機

2 　冷却塔

4 　冷却水ポンプ

5 　配管類

小計

3 発電設備 　非常用自家発電機

1

電
気

受変電設
備

　高圧気中開閉器

2 　受電・キュービクル

電灯・
動力設備

　分電盤・制御盤

小計

6 押出成形板（展示棟）

5 ACW、吹付モルタル
（エスカレーター棟）

7 　目地シーリング

改修履歴

1

建
築

屋上
及び
屋根

芝+人工軽量土+シンダーコン+ア
スファルト防水（管理棟）

2 アスファルト露出防水+ALC板
（エスカレーター棟）

3 フッ素ステンレス鋼板（展示
棟）

4

外壁

吹付モルタル、強化ガラス
（管理棟）

建築年月日

番
号

部 位 部　　　　　材 標準
周期

30年間
合計

慶長使節船ミュージアム 　　中長期保全計画表

棟名称

構造

階

延べ面積

備　　考

土木部営繕課
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記入方法 

  〇 概ね 10年間の年度ごとの具体的対策内容（対象部位・工事種別等）と概算費用を記入する。（点検・診断は実施年度に〇印のみ記入） 

  〇 修繕（事後保全・予防保全）について、時期及び費用が特定できない場合は、各年度の概算費用として、築後年数に応じた下記単価を延べ面積に 

乗じた額を記入する。 

 

     

 

国土交通省 「合同庁舎・一般事務庁舎の補修費用の平均」 

対策内容 
R2年度 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

計 
築後 24 年 25 26 27 28 29 30 31 32 33 

点検・診断  ○   ○   ○    

修   繕    100 100 100 135 135 135 135 840 

耐震化（非構造部材）            

更   新            

建   替            

集約化・複合化            

機能転換・用途変更            

廃止・撤去            

    計    100 100 100 135 135 135 135 840 

 築後年数 10年未満 10～20年未満 20～30年未満 30～40年未満 40年以上 

㎡あたり費用（円） 151 1,098 1,635 2,213 2,448 

様式２ 短期保全計画表 

（金額単位：千円） 
施設名称：慶長使節船ミュージアム 棟名称：野外倉庫棟１，野外倉庫棟２ 延べ面積：60.85㎡ 竣工年月日：1996/5/28 



（別紙様式２）（建築）

所在地：
 　②延べ面積： 4,416 ㎡　③階数： 地上1階  　④竣工年度：　

1 -

2 -

3 -

4 -

5 -

6 -

※　判定欄には、建築基準法上の支障の有無について、以下の指標により記入願います。
Ａ　「指摘なし」：支障なし　　　Ｂ　「要注意」：経過観察が必要
Ｃ　「要計画改修」：長寿命化の観点から計画的な対策が必要
Ｄ　「要是正」：・危険防止の観点から早急な対策が必要
　　　　　　　　　・建物の機能維持に重大な影響があり早急な対策が必要

　（指摘項目）

―

判定

A

判定　（指摘項目）

　消費生活・文化課　佐藤主事　他

　（指摘項目） 判定

営繕課　

慶長使節船ミュージアム

技術主査　渡邊　広範
技師　佐々木　成一

県慶長使節船ﾐｭｰｼﾞｱﾑ　小畑事務次長

特記事項

排煙用の窓については，定期的に作動状況の確認を行ってください。

石巻市渡波字大森30番地２
慶長使節船ミュージアム 慶長使節船ミュージアム建物棟名称：

①用途： 展示場

施設名称：

県有建築物保全点検結果報告書　　

平成8年度

計画的な修繕（又は改修）が望まれます。過去に行った展示室（東側）と同様な施工が必要と考えら
れます。

　（対策等）

　（対策等）

　（対策等）

　（対策等）

 敷地及び地盤

その他

判定　（指摘項目）

立会者職氏名

指摘事項（不具合内容，関係法令）及び対策等項目

平成30年9月20日
点検者職氏名

　（対策等）

建築物の内部

屋上及び屋根

建築物の外部

A

判定

A

屋上端部とガラスカーテンウォールの取り合い部分から漏水しています。（西側）

C

点検実施日：

避難施設等 　（指摘項目） 判定
非常用照明装置に点灯しない箇所があります。

D

　（対策等）
火災等の停電時において外部へ避難誘導するための重要な設備です。点灯試験を行い，未点灯の
非常用照明についてはバッテリー交換又は器具交換が必要です。

　（指摘項目）



　　

3

5

判定等

施設名称 建物棟名称 判定
非常用照明装置に点灯しない箇所があります。
火災等の停電時において外部へ避難誘導するための重要な設備です。点灯試験を行い，未点灯の非
常用照明についてはバッテリー交換又は器具交換が必要です。

慶長使節船
ミュージアム

慶長使節船
ミュージアム Ｄ

平成30年度 県有建築物保全点検

判定等

施設名称 建物棟名称 判定
屋上端部とガラスカーテンウォールの取り合い部分から漏水しています。（西側）
計画的な修繕（又は改修）が望まれます。過去に行った展示室（東側）と同様な施工が必要と考えられ
ます。

慶長使節船
ミュージアム

慶長使節船
ミュージアム Ｃ



平成8年度

代表となる調査者

その他の調査者

指摘無 要注意
要計画
修繕

要是正

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1

(7)
組積造の塀又は補強コン
クリートブロック造の塀
等の劣化及び損傷の状況

○

(8)
擁壁の劣化及び損傷の状
況

2

(2)
基礎の劣化及び損傷の状
況 ○

(4)
土台の劣化及び損傷の状
況

(6)
木造の外壁躯体の劣化及
び損傷の状況

(7)
組積造の外壁躯体の劣化
及び損傷の状況

(8)
補強コンクリートブロッ
ク造の外壁躯体の劣化及
び損傷の状況

(9)
鉄骨造の外壁躯体の劣化
及び損傷の状況

(10)

鉄筋コンクリート造及び
鉄骨鉄筋コンクリート造
の外壁躯体の劣化及び損
傷の状況，及び雨漏れの
状況

○

(11)

タイル，石貼り等（乾式
工法によるものを除く。
），モルタル等の劣化及
び損傷の状況，及び雨漏
れの状況

(12)

乾式工法によるタイル，
石貼り等の劣化及び損傷
の状況，及び雨漏れの状
況

(13)
金属系パネル（帳壁を含
む。）の劣化及び損傷の
状況，及び雨漏れの状況

(14)

コンクリート系パネル（
帳壁を含む。）の劣化及
び損傷の状況，及び雨漏
れの状況

(15)
サッシ等の劣化及び損傷
の状況，及び雨漏れの状
況

〇

(17)
機器本体の劣化及び損傷
の状況

(18)
支持部分等の劣化及び損
傷の状況

外
　
壁

外装仕上げ材等

窓サッシ等

外壁に緊桔された広告
板，空調室外機等

外
　
壁

躯体等

番号 調　査　項　目

調査結果（該当箇所○印）

備　考

敷地及び地盤

塀

擁壁

建築物の外部

基礎

土台
（木造に限る）

県有建築物保全点検調査結果票　（チェックリスト）

当該建築物の調査者

氏　　名

営繕課　技術主査　渡邊　広範

技師　佐々木　成一

〔 建築物 〕

建物棟名称：慶長使節船ミュージアム

所在地：石巻市渡波字大森30番地２

施設名称：慶長使節船ミュージアム

①用途：展示場 　②延べ面積：4416㎡　③階数：地上1階 ④竣工年度：

〔 チェックリスト（建築物） 〕



指摘無 要注意
要計画
修繕

要是正

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

番号 調　査　項　目

調査結果（該当箇所○印）

備　考

3

(1)
屋上面の劣化及び損傷の
状況，及び雨漏れの状況 ○

(2)
パラペットの立上り面の
劣化及び損傷の状況

(3)
笠木モルタル等の劣化及
び損傷の状況

(4)
金属笠木の劣化及び損傷
の状況

(5)
排水溝（ドレーンを含む。
）の劣化及び損傷の状況

(7)
屋根の劣化及び損傷の状
況 ○

(8)
機器本体の劣化及び損傷の
状況

(9)
支持部分等の劣化及び損
傷の状況

4

(5) 防火区画の外周部

令第１１２条第１０項に
規定する外壁等及び同条
第１１項に規定する防火
設備の劣化及び損傷の状
況

○

(6)
木造の壁の室内に面する
部分の躯体の劣化及び損
傷の状況

(7)
組積造の壁の室内に面す
る部分の躯体の劣化及び
損傷の状況

(8)

補強コンクリートブロッ
ク造の壁の室内に面する
部分の躯体の劣化及び損
傷の状況

(9)
鉄骨造の壁の室内に面す
る部分の躯体の劣化及び
損傷の状況

(10)

鉄筋コンクリート造及び
鉄骨鉄筋コンクリート造
の壁の室内に面する部分
の躯体の劣化及び損傷の
状況

○

(12)
部材の劣化及び損傷の状
況 ○

(13)
鉄骨の耐火被覆の劣化及
び損傷の状況

(17)
木造の床躯体の劣化及び
損傷の状況

(18)
鉄骨造の床躯体の劣化及
び損傷の状況

(19)

鉄筋コンクリート造及び
鉄骨鉄筋コンクリート造
の床躯体の劣化及び損傷
の状況

○

(21)

１時間準耐火基準に適
合する準耐火構造の床
、耐火構造の床又は準
耐火構造の床
（防火区画を構成する
　床に限る。）

部材の劣化及び損傷の状
況 ○

床

躯体等

機器及び工作物
（冷却塔設備，広告塔等）

建築物の内部

防
火
区
画

壁
の
室
内
に
面
す
る
部
分

躯体等

１時間準耐火基準に適
合する準耐火構造の壁
、耐火構造の壁又は準
耐火構造の壁
（防火区画を構成する
　壁に限る。）

屋上及び屋根

屋上面

屋上周り
（屋上面を除く。）

屋根
（屋上面を除く。）

〔 チェックリスト（建築物） 〕



指摘無 要注意
要計画
修繕

要是正

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

番号 調　査　項　目

調査結果（該当箇所○印）

備　考

(24)
令第１２９条各項に規
定する建築物の天井の
室内に面する部分

室内に面する部分の仕上げ
の劣化及び損傷の状況 ○

(25) 特定天井
特定天井の天井材の劣化お
よび損傷の状況

(31)
常時閉鎖又は作動した状態
にある防火設備の本体と枠
の劣化及び損傷の状況

(35)
照明器具，懸垂物等の落
下防止対策の状況 ○

(44)
吹付け石綿等の劣化の状
況

(46)
囲い込み又は封じ込めに
よる飛散防止措置の劣化
及び損傷の状況

5

(8)
手すり等の劣化及び損傷
の状況

(15)
階段各部の劣化及び損傷
の状況 ○

(25)
防煙垂れ壁の劣化及び損
傷の状況 ○

(28) 排煙設備の作動の状況 ○

(39)
非常用の照明装置の作動
の状況 ○

6

(5)
避雷針，避雷導線等の劣
化及び損傷の状況

(6)
煙突本体及び建築物との
接合部の劣化及び損傷の
状況

(7)
付帯金物の劣化及び損傷
の状況

(8)
煙突本体の劣化及び損傷
の状況

(9)
付帯金物の劣化及び損傷
の状況

照明器具，懸垂物等

階段
階
段

避雷設備

その他

石綿等を添加した建築材料

避難施設等

避難上有効なバルコニー

排
煙
設
備
等

防煙壁

排煙設備

そ
の
他
の
設
備
等

非常用の照明装置

煙
　
突

建築物に設ける煙突

令第１３８条第１項第
一号に掲げる煙突

防火設備
（防火扉，防火シャッター
　その他これらに類するも
　のに限る。）

天
井

〔 チェックリスト（建築物） 〕



（別紙様式２）（電気）

調査年月日

施設名称

棟名称  改修履歴

調査者 　 大規模改修工事等の

（所属・職・氏名） 　 実施年度，改修概要，

立会者 　 施工業者

建設年月

施工業者

受変電設備

高圧引込設備 PAS 平成２４年 6年 Ａ

受変電設備 1φ150kVA×2 平成８年 22年 Ａ

3φ300kVA×2 平成８年 22年 Ａ

C×3 平成８年 22年 Ｂ

自家発電設備 260kVA 平成８年 22年 Ａ

電灯・動力設備

9面 平成８年 22年 Ａ

動力盤 ・制御盤 7面 平成８年 22年 Ａ

開閉器盤

その他

[判定]

A　指摘なし：支障なし
B　要注意：経過観察が必要
C　要計画改修：長寿命化の観点から計画的な対策が必要
D　要是正：・危険防止の観点から早急な対策が必要
　　　　　　　・建物の機能維持に重大な影響があり早急な対策が必要

経過年数調査対象設備
設置年or
更新年 判定 備　考

電灯ﾄﾗﾝｽ　屋内ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

※自家発用始動ﾊﾞｯﾃﾘｰ　H22交換
※ﾄﾞｯｸ棟の分電盤（3面），動力制御盤（3面）　H25.9災害復旧工事により更新
※高圧コンデンサー109kvar×2，54.3kvar×1

動力ﾄﾗﾝｽ　屋内ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ　屋内ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

・特に大きな問題はありません。

(株)高橋電機工業所

電
気
設
備
方
式

　事務局　小畑次長　　他

東北電気保安協会

900ｋVA 465kW

受変電保守業者

設備容量・契約

その他設備

県有建築物保全点検結果報告書（電気）

平成30年9月20日

高圧(6kV)

　消費生活・文化課　佐藤主事　他

太平電気・伊勢電気商会共同企業体

慶長使節船ミュージアム

慶長使節船ミュージアム

平成8年5月28日

　施設保全班　三浦技術主幹（班長）

常用自家発

H25災害復旧工事（ﾄﾞｯｸ棟廻り改修）

受変電方式

非常用自家発

不具合事象
（機能低下、異音異臭、腐食、損傷、発熱、

油・空気漏れ、液漏れ、固定不良、基準値外
れ、沈下亀裂）

総括

その他の特記事項

電灯分電盤・電灯動力分電盤



（別紙様式２）（機械）

 調査年月日

 施設名称

 棟名称  改修履歴

 調査者 　 大規模改修工事等の

（所属・職・氏名） 　 実施年度，改修概要，

 立会者 　 施工業者

 竣工年度

 施工業者 空調方式

給水方式

空調設備

ボイラー

温水発生機

冷温水発生機 有 平成７年 23年 機能低下 C

冷凍機

温風炉

冷却塔 有 平成７年 23年 なし A

ポンプ（床置型） 有 平成８年 22年 なし A

主要配管 有 平成８年 22年 なし A

衛生設備

受水槽 有 平成８年 22年 なし A

高架水槽

給湯ボイラー（中央式）

揚水ポンプ（床置型）

給水ポンプユニット 有 平成８年 22年 なし A

主要配管 有 平成８年 22年 なし A

その他

[判定]

A　指摘なし：支障なし

B　要注意：経過観察が必要

C　要計画改修：長寿命化の観点から計画的な対策が必要

D　要是正：・危険防止の観点から早急な対策が必要

　　　　　　　・建物の機能維持に重大な影響があり早急な対策が必要

調査対象設備
（重要部位）

有無
経過
年数

設置 or
更新年度

熱
源
機
器

その他の特記事項

総括

　冷温水発生機について，経年劣化による機能低下が懸念されます。分解整備が必要です。（Ｈ３０実施
予定）

県有建築物保全点検結果報告書（機械）

中央方式（灯油），一部ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ（電気)

H25 災害復旧工事(ﾄﾞｯｸ棟廻り更新)

H29 空調中央監視装置更新

平成30年9月20日

慶長使節船ミュージアム

(株)晃和工業・柏菱冷熱(株)空調共同企業体

慶長使節船ミュージアム

　事務局　小畑次長　　他

　消費生活・文化課　佐藤主事　他

給水配管

２台　(灯油)，経年劣化，基礎
ボルト緩み

営繕課　

25m3 

２台

冷温水配管

（ 機能低下，異音異臭，腐食，損傷，発
熱，漏れ，基準値外れ，固定部不良 ）

不具合事象
備　考判定

　技術主幹　岡田　宏征

受水槽＋給水ユニット

平成8年5月28日



C

判定

平３０年度　県有建築物保全点検調査票

判定

　冷温水発生機について，経年劣化による機能低下が懸念されます。分解整備が必要です。（Ｈ３０
実施予定）

冷温水発生機外観 冷温水発生機劣化状況

冷温水発生機基礎ボルト緩み



（参考様式：調査結果票）

㎡ 1 階建て

造

点　検　者： 24 年経過

番号 写真番号

（特記事項）

要是正

要是正

要是正

要是正

要是正

要是正

要是正

要是正

該当なし

要注意 □

(28) 排煙設備 排煙設備の作動の状況 □ 支障なし □

□ 支障なし □

該当なし

該当なし

(25)

27.35

要是正

調 査 結 果

RC

要是正

要是正

施設船舶課　相澤孝行　吉本裕香里　阿部紗希  　 点　検　日：

1996/05/28

2021/05/21

調 査 項 目

□

県有建築物保全点検調査結果票（準用版）

施設名称：

棟　名　称：

慶長使節船ミュージアム

野外倉庫棟１

　  延べ面積：

　  竣工年月：

要注意 □ 該当なし

□

(39) 非常用の照明装置 非常用の照明装置の作動の状況 □ 支障なし □

要注意 □

そ

の

他

□ 支障なし

要注意 □

排

煙

設

備

等

防煙壁 防煙垂れ壁の劣化及び損傷の状況

要注意 □

 5　避難施設等

(8) 避難上有効なバルコニー 手すり等の劣化及び損傷の状況

(7)
屋根

（屋上面を除く）

屋根の劣化及び損傷の状況並びに

雨漏れの状況
■ 支障なし □

要是正

排水溝の劣化及び損傷の状況 ■ 支障なし □ 要注意 □(5)

屋上周り

（屋上面を除く）

パラペット，笠木の劣化及び損傷

の状況
□

□ 要注意 □

(2)

～(4)
支障なし ■ 要注意 □ ２

1

サッシ等の劣化及び損傷の状況並

びに雨漏れの状況

 2　建築物の外部

 3　屋上及び屋根

(1) 屋上面
屋上面の劣化及び損傷の状況並び

に雨漏れの状況
■ 支障なし

□ 該当なし

基　礎 基礎の劣化及び損傷の状況 □ 支障なし ■ 要注意 □

外壁躯体の劣化及び損傷の状況 ■ 支障なし □ 要注意

■ 支障なし □ 要注意 □

□ 支障なし □ 要注意(15)

外

　

壁

外装仕上げ材等

躯体

窓サッシ等

タイル，モルタル等の劣化及び損

傷の状況並びに雨漏れの状況

(6)

～(10)

(2)

(11)

～(14)



（参考様式：写真票） 野外倉庫棟１

調査項目： 2　建築物の外部

(2)　基礎

調査項目： 3　屋上及び屋根

(2)～(4)　屋上周り（屋上面を除く）

要是正

確

認

事

項

✓ 著しいひび割れはないか

✓ 腐食や欠損はないか

✓ 著しい錆びはないか

✓ 雨漏れはないか

✓ 浮きや剥落はないか

✓ シーリング材は劣化していない

　 か

特

記

事

項

・煉瓦に欠損がある。

□ 支障なし ■ 要注意 □

2
パラペット，笠木の劣化及び損傷の状

況

1

□ 支障なし ■ 要注意 □ 要是正

・扉の下左右ともにコンクリートに

ひび割れがある。

基礎の劣化及び損傷の状況

特

記

事

項

確

認

事

項

✓ 鉄筋が露出していないか

✓ 著しいひび割れはないか

✓ 欠損がないか



（参考様式：調査結果票）

㎡ 1 階建て

造

点　検　者： 24 年経過

番号 写真番号

（特記事項）

要是正 該当なし

(28) 排煙設備 排煙設備の作動の状況 □ 支障なし

支障なし □ 要注意 □ 要是正 該当なし

□ 要注意 □ 要是正 該当なし

(39)

そ

の

他

非常用の照明装置 非常用の照明装置の作動の状況 □

(25)
排

煙

設

備

等

防煙壁 防煙垂れ壁の劣化及び損傷の状況 □ 支障なし □ 要注意 □

]

(8) 避難上有効なバルコニー 手すり等の劣化及び損傷の状況 □ 支障なし □ 要注意 □ 要是正 該当なし

□ 要注意 □ 要是正

(7)
屋根

（屋上面を除く）

屋根の劣化及び損傷の状況並びに

雨漏れの状況
■ 支障なし □ 要注意 □ 要是正

要注意 □ 要是正 １

(2)

～(4)
屋上周り

（屋上面を除く）

パラペット，笠木の劣化及び損傷

の状況
□ 支障なし ■

(1) 屋上面
屋上面の劣化及び損傷の状況並び

に雨漏れの状況
□ 支障なし ■

要注意 □ 要是正 ２

(5) 排水溝の劣化及び損傷の状況 ■ 支障なし

■ 支障なし

□ 要注意 □ 要是正

 3　屋上及び屋根

□ 要注意 □ 要是正

(15) 窓サッシ等
サッシ等の劣化及び損傷の状況並

びに雨漏れの状況
■ 支障なし

要注意 □ 要是正

(6)

～(10)

外

　

壁

躯体 外壁躯体の劣化及び損傷の状況 ■ 支障なし

(2) 基　礎 基礎の劣化及び損傷の状況 ■ 支障なし □

□ 要注意 □ 要是正

(11)

～(14)
外装仕上げ材等

タイル，モルタル等の劣化及び損

傷の状況並びに雨漏れの状況

施設船舶課　相澤孝行　吉本裕香里　阿部紗希  　 点　検　日： 2021/05/21

調 査 項 目 調 査 結 果

 2　建築物の外部

県有建築物保全点検調査結果票（準用版）

施設名称：慶長使節船ミュージアム 　  延べ面積： 33.50

棟　名　称：野外倉庫棟２ 　  竣工年月： 1996/05/28 RC



（参考様式：写真票） 野外倉庫棟２

調査項目： 3　屋上及び屋根

(1)　屋上面

調査項目： 3　屋上及び屋根

(2)～(4)　屋上周り（屋上面を除く）

要是正

確

認

事

項

✓ 著しいひび割れはないか

✓ 腐食や欠損はないか

✓ 著しい錆びはないか

✓ 雨漏れはないか

✓ 浮きや剥落はないか

✓ シーリング材は劣化していない

　 か

特

記

事

項

・煉瓦にひび割れがある。

・ひび割れは１と繋がっている。

□ 支障なし ■ 要注意 □

・控えコンクリートにひび割れがあ

る。

・ひび割れは２と繋がっている。

□ 支障なし ■ 要注意 □

1
屋上面の劣化及び損傷の状況並びに雨

漏れの状況

要是正

2
パラペット，笠木の劣化及び損傷の状

況

確

認

事

項

✓ 著しいひび割れはないか

✓ 浮きはないか

✓ 防水シート内に水が貯まって

　 いないか

✓ 雨漏れはないか

特

記

事

項
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